


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作者 項目 "(是)･･････VO的 (是)……V的0 合計(100%)
?? 人称代名詞
一般名詞
合計
14(64%)
l1(21%)
25
8（36％）
41(79%)
49
22(100%)
52(100%)
74(100%)
現代北京語における“(是)．．…･VO的，'文と"(是)……V的O"文の比較一老舍・王朔作品を中心に185
4．おわりに
本稿は,現代中国語における“(是)･…･･VO的”
文と“(是)……V的O"文の用法の違いを明らか
にすることを目的とした。本稿の中核部分であ
る第2～4節では，叙述の焦点，述語動詞，目
的語などの面から“(是）．．…･VO的”と"(是）
･…･･V的O"について調査結果を報告し，以下の
ことが明らかになった。
(1)叙述の焦点
老舍の口語作品では，叙述の焦点が場所，方式
にある場合は，“(是）……V的O"文の使用頻度
が高い。それ以外の焦点が動作主，時間，状態
原因にある場合は,両形式には傾向に違いがない。
王朔の口語作品では，両形式の出現頻度には焦点
の違いによる顕著な差異はなかった。（以上第1
節）
(2)述語動詞
老舍の口語作品の場合，単音節動詞は“(是）
……V的O"文に現れやすく，複音節動詞（動詞
句を含む）は“(是）……VO的”文に現れやすい。
王朔の口語作品の場合，単音節動詞を含まれる文
では，両形式間で全体の出現数が異なるため，使
用頻度による差異の有無は判断できなかったが，
文全体の用例49例のうち41例が単音節動詞の用
例であるため，単音節動詞を含む文では，“(是）
･…･･V的O"文が用いられやすい傾向があると考
えられる。これに対して，複音節動詞（動詞句を
含む）の文では，（是)……VO的”文が用いられ
る傾向が強いと判断する。
単音節動詞の場合は，そのすぐ後ろに実質的な
意味の変化をもたらさない“的”を置いて二音節
の語とし,リズムの上で安定性を図る傾向がある。
そのため,“(是)……V的O"文を使う文であれば，
"的”とくつ付けやすいと考えられる。（以上第2
節）
(3)目的語
老舍の口語作品も王朔の口語作品も目的語が人
称代名詞の場合は，“(是)･･…･VO的”文に現れ
やすく，一般名詞の場合は“(是)……V的O''文
に現れやすい。牧野(1996)は「換嚥的概念」を
用いて“(是)･…･･V的O"文にある“是”が同一
でない主語と目的語を結び付けることができる
ことを解釈している。上記をふまえると，“(是）
･･･…V的O"文の"V的O"は名詞化され，修飾構
造の"V的N"になるため，人称代名詞より一般
名詞のほうが"N''になりやすくなる。これが"(是）
……V的O"文の目的語に人称代名詞が少ない理
由であると考えられる。また，“(是）……V的O"
文の目的語に一般名詞が多数であるが，類推に
よって人称代名詞を一般名詞として用いられるこ
ともある。（以上第3節）
【注】
l)例文の日本語訳は，特に断らない限り，著者によ
るものである。
2）カッコ内の数字は「語の出現頻度」を表すもので
ある。以下同様。
3）この「動作主十動詞」の中の動詞は，別の解釈で
文全体の述語動詞になりうるが，本稿では，焦点
範囲内の一成分として考察する。以下同状況の例
文も同様に扱う。
4）動詞の後ろに，“蛤"，“到"，“来"，“上"，“下"，
“見"，“辻"，“会”などの補充成分がある場合は，
「複合動詞」として扱う。
5）原文:単音令的活劫受到限制，結果是傾向子ず充
力双音拮。双音化的主要方式有両神：在前面或后
面加上一介不増加多少意又的字；把西十意又相同
或相近的字合起来用。
6）原文:…迭稗句子的主要劫河如果帯名同冥珸,“的”
一般要放在劫同后，冥珸前;如果冥珸是代河，“的”
常常放在冥悟之后，即在句尾。
7）原文:如果冥珸是人称代同,剛常常放在“的”前。
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